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まちづくり出前講座

　まちづくり出前講座とは、市の仕事を市民の皆
さんに知っていただくために、ご希望のテーマに
ついて市の職員を講師として派遣する制度です。
市内に在住、在勤、在学のかた 10人以上で構成
されたグループであれば、どなたでもご利用いた
だけますので、「まちづくり出前講座メニュー」
を参照の上、ふるってご利用ください。
※�講師料は無料ですが、材料費などはご負担いただく
場合があります。
※�利用方法など、詳細は、市民協働課に
お問い合わせいただくか、市ホーム
ページをご覧ください。

問市民協働課市民活動Ｇ　☎ 029‐298‐1111

令和６年度

まちづくり出前講座メニュー

１ 市民との協働のまちづくり
協働のまちづくりの取り組み

市が進めている協働のまちづくりの基本的な方向性に
ついて
男女共同参画

第２次市男女共同参画プランの概要について

人権について考える

人権（人権啓発）について

２ 防災・防犯・交通安全
いざと言うときのために応急手当を覚えよう

身近な所でおこる、ケガや病気に対する応急手当について

とっさのときの応急手当（心肺蘇生法）を覚えよう
突然の心停止などに対する応急手当の習得とＡＥＤの
使用方法について
火災を防ぐ

住宅用火災警報器や消火器などについて

家庭や地域での防災力の向上
家庭や地域で行う「災害への備え」「災害時の行動」
などについて
家庭や地域での防犯力の向上

家庭でできる防犯の心がけ、自警団（防犯パトロール
隊）の活動内容、防犯に関する市の取り組みについて
地域での災害時の避難支援

災害時に自力や家族の支援だけでは避難することが困
難なかた（避難行動要支援者）の支援制度について
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放射線の基礎知識などについて
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原子力災害に備えた対策について

消費者トラブルと対処法（お年寄り編）

消費者トラブルの事例とその対処について

消費者トラブルと対処法（成人編）

消費者トラブルの事例とその対処について

消費者トラブルと対処法（児童・生徒編）

消費者トラブルの事例とその対処について

３ 環境
ごみの分別や減量など

ごみの分別や減量などについて

地球温暖化防止

地球温暖化防止対策について

環境基本計画

第３次市環境基本計画の概要について
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都市計画道路

市における都市計画道路の整備状況について

街づくりの進め方

市における街づくり事業の事例紹介について

５ 上下水道
市内の水環境の向上

公共下水道や農業集落排水（合併処理浄化槽を含む）の
しくみ、宅地内の排水設備、下水道の負担金や使用料
などについて

６ 福祉・医療・健康・年金
生活習慣病予防講座

メタボリックシンドロームを中心とした、生活習慣病
の予防について
子どもの食事

乳幼児期からの栄養について

子育て支援

子育て支援について

現代の子育て
児童虐待およびヤングケアラーについて
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　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣から委嘱を受け
て活動する「福祉ボランティア」です。
　高齢者、障がいのあるかた、子育て中の家庭、生活に困っ
ている家庭など、地域の皆さんから生活上の困りごとを聞
きながら、必要な支援が受けられるように行政や専門機関
へとつなぐパイプ役を担っています。
　民生委員・児童委員には法律上の守秘義務があるため、
活動で知り得た秘密は守られます。相談内容が他人に知ら
れる心配はありませんので、安心してご相談ください。

市内で活動する民生委員・児童委員が期間中に訪問活動を行います。活動へのご理解とご協力をお願いします。

民生委員・児童委員　活動強化週間

５月12日日～18日土

５月12日は民生委員・児童委員の日

民生委員・児童委員を
ご存じですか？

どんな相談にのってもらえるの？

問社会福祉課生活福祉Ｇ　☎ 029‐298‐1111

そのほか、誰に相談したらいいのか分
からないこと、身近な人には話しにく
いことについて、地域の民生委員・児
童委員にご相談ください。

※�自分が住んでいる地域を担当する民生委員・児童委員が分からない場合は、
社会福祉課にお問い合わせください。

となりの家から怒鳴り声と
子どもの泣き声が聞こえる
けど、もしかして虐待？

ひとり暮らしで、
何かあったときに不安

福祉サービスを
受けたいけれど、
どこに相談したら

最近、ご近所さん
の姿を見かけない

子育てのことで
だれかに相談したい
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問 �市消費生活センター　☎ 029‐298‐1111

　通販サイトや銀行などの実在する組織をかたってメールや SMS（ショート
メッセージサービス）で偽サイトに誘導し、パスワードやクレジットカード番
号などの情報を盗み出し、不正利用されてしまうフィッシング詐欺に関する相
談が多く寄せられています。

気をつけて！

フィッシング詐欺！フィッシング詐欺！

消費者ホットライン にご相談ください。☎１８８不安に思ったとき、トラブルにあったときは▶ 局番なしの

⃝メールや SMSに記載されているURLはクリックしない。
⃝�セキュリティソフトや携帯電話会社の対策サービスなどを活用する。
⃝ ID・パスワードなどの使い回しをしない。
⃝�クレジットカードやキャリア決済、インターネットバンキングの利用明細は、
こまめに確認する。
⃝ �ID・パスワードなどの情報をフィッシングサイトに入力してしまったとき
は、同じ ID・パスワードを使っているほかのサービスを含め、すぐに変更
する。また、クレジットカード会社や金融機関などにもすぐに連絡する。

アドバイス

フィッシング詐欺！

４月 25日号5

　進学や就職などで引っ越しをしたかたは、原則、現在住んでいる
寮やアパートなどが住所地となります。
　住民票は、上下水道やごみの処理、道路・公園の整備などの行政サー
ビスのほか、選挙人名簿への登録などにつながる大切な情報です。
　住所地の異動があるかたは、住民基本台帳法に基づき、転出・転
入の手続きを忘れずに行いましょう。

住民票を移して
住所地で投票しましょう

問市選挙管理委員会
☎ 029‐298‐1111

進学や就職などで引っ越したら

転入の際は、記載事項変更の必要があるため、マイナ
ンバーカードをお持ちください。

転入した日から 14 日以内
に、転出証明書を添えて、
転入届を提出する。

転出・転入の手続きはとってもカンタン

転出する前に、転出届を提
出し、転出証明書を受け取
る。

引っ越し前の市区町村 引っ越し後の市区町村 　新住所地に住民票を移してから３か月を経過していれ
ば、新住所地で投票できます。経過前に選挙があった場
合、旧住所地に３か月以上
住んでいれば、旧住所地で
投票ができます。

住民票を移したら、どこで投票できるの？
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の
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事
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動

問総務課総務G　☎ 029‐298‐1111監査委員、教育委員が決定
　令和６年第１回那珂市議会定例会において各種人事案件を提出し、監査委員（新）、教育委員（新）がそれぞれ決定しました。

萩谷俊行氏

監査委員

�令和６年３月28 日～
令和 10年３月 9日

任期▶

　市教育委員会の中澤明委員（菅谷）が、３月 31 日
をもって任期満了となることに伴い、市議会の同意
を得て、長岡秀雄委員（平野）を選任しました。

長岡秀雄氏

教育委員会委員

�令和６年４月１日～
令和 10年３月 31日

任期▶
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　木野広宣監査委員（瓜連）が、3月９日をもって任期満了と
なることに伴い、市議会の同意を得て、萩谷俊行議員（額田
北郷）を選任しました。
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　市立図書館は、子どもから大人まで、すべての人の「知りたい」「学びたい」
を支援しています。新しい本や情報と出会う架け橋となるようさまざまなジャ
ンルの資料を収集していますので、気軽にお立ち寄りください。

市立図書館の楽しみ方

い ろ い ろ

問 �市立図書館　☎ 029‐352‐1177

　ＤＶＤやＣＤなどの貸し出しは、一般の図書とは違い、
貸出数は３点まで、貸出期間は８日以内となっています。
新着のＤＶＤやＣＤも毎月入荷されているので、本と合
わせて、借りてみてはいかがでしょうか。

　ＤＶＤやＣＤのよ
うな媒体は、傷が付
きやすく破損しやす
いので、貸し出しを
受け、ご利用される
際は、取り扱いにご
注意ください。

　破損または紛失された場合は、現金で弁償をしていた
だく場合があります。図書館の貸し出し用ＤＶＤやＣＤ
は、一般購入用のものとは違い、著作権許諾の関係で高
額になります。

▪ＤＶＤやＣＤの貸し出しについて ▪ＤＶＤやＣＤの取り扱いについてのお願い

考古学者が発掘調
査をしていたら、
怖い目にあった話

戦国武将の
手紙を読む

大城道則／著　芝田幸一郎／著　
角道亮介／著　ポプラ社／出版

小和田哲男／著　
中央公論新社／出版

　エジプト・シリア、中国、ペルーそれぞれを発掘
調査してきた日本の考古学者３人による発掘当時
の「怖い話」をまとめた体験記です。
　彼らが遭遇した未知との出会いやトラブルをは
じめ、とんでもなく暑かったり寒かったり、墓室に
閉じ込められたり、人骨と過ごしたり、現場は人

じん
跡
せき

未
み
踏
とう
で危険と苦労にあふれています。古代ロマン

に憧れる若者が青ざめそうですが、そこは彼らの手
に掛かるとなんだか不思議で面白い話になってし
まうのです。興味があるかたはぜひ読んでみてくだ
さい。

　時代劇などでよく見る当時の手紙を、「読めた
らいいなぁ」と思ったことはないでしょうか。
　電話もメールもない時代、武士も僧侶も男も女
も戦のため、家族のため、皆たくさんの手紙を書
きました。この本は、その中から有名な戦国武
将の手紙 20 通を選び、原文・翻刻・現代語訳を載
せ、解説をつけたものです。
　上杉謙信が幼い子に宛てた手紙は愛情にあふ
れて微笑ましく、切腹前日に書いた吉川経家の遺
言状は胸に迫るものがあります。400 年の時を
経て武将たちの姿が鮮やかに浮かびあがります。

浮かびあがる人間模様



人
権
相
談

日
時
▼
６
月
７
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時
（
先
着
順
）

場
所
▼
市
役
所
（
本
庁
）
１
階
相
談
室　

相
談
内
容
▼
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
問

題
や
家
庭
内
の
も
め
ご
と
な
ど

相
談
員
▼
人
権
擁
護
委
員　

費
用
▼
無
料

�　
市
民
相
談
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

問
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村
長
の

推
薦
を
受
け
、
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
民
間
の
か

た
で
、
人
権
相
談

を
受
け
た
り
、
人

権
の
考
え
を
広
め

た
り
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
窓
口
で
人
権
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
窓
口

◦
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

◦
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

◦
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

⃝
�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
人
権
相
談

※
24
時
間

問
水
戸
地
方
法
務
局
・
茨
城
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会　

☎
０
２
９
‐
２
２
７
‐
９
９
１
９　

障
が
い
者
の
暮
ら
し
の
相
談

相
談
日
▼

◦
視
覚
障
が
い
の
あ
る
か
た　
６
月
３
日
㈪

◦
身
体
障
が
い
の
あ
る
か
た　
６
月
12
日
㈬

◦
知
的
障
が
い
の
あ
る
か
た　
６
月
17
日
㈪

時
間
▼
①
午
前
９
時
～
10
時

　
　
　
②
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※
相
談
は
１
人
１
時
間
（
原
則
）

場
所
▼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

対
象
者
▼
障
が
い
の
あ
る
か
た
、
ま
た
は

そ
の
家
族

相
談
内
容
▼
障
が
い
の
あ
る
か
た
な
ど
の

日
常
生
活
・
家
族
関
係
・
人
間
関
係
の
悩

み
、
生
活
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て

相
談
員
▼
身
体
障
が
い
者
相
談
員
、知
的
障

が
い
者
相
談
員
、市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

費
用
▼
無
料
　

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
期
限
▼
相
談
日
の
７
日
前

�申
問
市
社
会
福
祉
協
議
会
菅
谷
事
務
所

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
８
８
８
１

FAX
０
２
９
‐
２
９
８
‐
８
８
９
０�

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

日
時
▼
５
月
22
日
㈬
午
前
11
時

場
所
▼
市
内
全
域
（
防
災
行
政
無
線
の
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
お
よ
び
各
家
庭
の
戸
別
受

信
機
か
ら
放
送
）

放
送
内
容
▼

◦
防
災
行
政
無
線
上
り
チ
ャ
イ
ム

◦「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
」
×
３
回

◦「
こ
ち
ら
は
、
防
災
な
か
で
す
」

◦
防
災
行
政
無
線
下
り
チ
ャ
イ
ム

※
自
動
的
に
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、

一
部
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
も
同
様
の
内
容
が
配

信
さ
れ
ま
す
。

問
防
災
課
防
災
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

8

く
ら
し

お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

相
談

就
労
相
談

　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
仕
事
に
就
く
こ
と

が
困
難
な
若
者
の
た
め
に
、
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
▼
月
～
土
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後

５
時
（
祝
日
を
除
く
・
事
前
予
約
制
）

場
所
▼
い
ば
ら
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
水
戸
市
赤
塚
１
‐
１�

ミ
オ
ス

ビ
ル
１
階
）

対
象
者
▼
15
～
49
歳
の
未
就
労
者
と
そ
の

家
族

費
用
▼
無
料

�申
問
い
ば
ら
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

☎
０
１
２
０
‐
７
１
７
‐
５
５
７



ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

◦
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者

◦
疾
病
等
に
よ
り
長
時
間
の
立
位
保
持
が

困
難
、認
知
症
に
よ
り
火
の
管
理
が
で
き
な

い
な
ど
の
調
理
困
難
と
認
め
ら
れ
た
か
た�

◦
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
台
帳
等
を
市
に

提
出
し
て
い
る
か
た

※
身
体
が
虚
弱
な
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
障
が
い
者
の
世
帯
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

利
用
料
▼
（
１
食
当
た
り
）

◦
市
民
税
課
税
世
帯　
　
４
８
０
円

◦
市
民
税
非
課
税
世
帯　
３
８
０
円

※
課
税
状
況
は
、
申
請
者
を
含
む
世
帯
全

員
が
対
象
で
す
。

利
用
条
件
▼

◦
１
日
１
食
の
み
（
昼
食
ま
た
は
夕
食
）

◦
週
に
2
日
以
上
継
続
し
て
利
用

持
ち
物
▼
対
象
者
お
よ
び
申
請
者
の
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、健
康

保
険
証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

※
代
理
申
請
の
場
合
は
、代
理
人
の
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付

�申
問
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

事
業

　
緊
急
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
市
消
防
本

部
に
緊
急
通
報
が
で
き
る
装
置
を
貸
与
ま

た
は
給
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
▼
市
内
に
居
住
し
、
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
台
帳
等
を
提
出
し
て
い
る
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
の
か
た

◦
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

◦
65
歳
以
上
の
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
か
、
こ
れ
に
準
ず
る
高

齢
者
の
み
の
世
帯

費
用
▼

申
請
方
法
▼
お
住
ま
い
の
地
区
を
担
当
す

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
通
し
て
申
請

そ
の
他
▼
電
話
回
線
を
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
で
利

用
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
一
部
の
機
器
に

お
い
て
緊
急
通
報
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

緊急通報システム
のみ

緊急通報システム+
火災警報器連動工事

生
計
中
心
者
の

市
民
税
所
得
割
額

非課税 負担なし 負担なし

６万円未満 8,731 円 11,619 円

６万円以上
12万円未満 17,463 円 23,238 円

12 万円以上 34,925 円 46,475 円

※年に一度、保守点検を行います。点検費用は、市が負担します。
※電話の通話料および電気料は、利用者負担になります。

▲�緊急通報システム装置
およびペンダント

秋
田
県
横
手
市
と
の
交
流

活
動
費
用
を
補
助
し
ま
す

対
象
▼
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
団
体

◦
団
体
の
所
在
地
お
よ
び
活
動
拠
点
が
市

内
に
あ
る
こ
と

◦
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
代
表
者
お
よ

び
構
成
員
の
７
割
以
上
が
市
民
で
あ
る
非

営
利
団
体
で
あ
る
こ
と

◦
市
お
よ
び
そ
の
他
関
係
団
体
か
ら
、
活

動
運
営
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
こ
と

※
特
定
の
政
治
活
動
ま
た
は
宗
教
活
動
に

係
る
事
業
、
視
察
の
み
を
目
的
と
す
る
事

業
は
対
象
外

対
象
経
費
▼
横
手
市
で
の
交
流
活
動
を
行

う
た
め
の
交
通
費
や
宿
泊
費
な
ど

補
助
率
▼
２
分
の
１
以
内

限
度
額
▼
15
万
円

※
複
数
の
団
体
が
申
請
し
た
場
合
は
、
予

算
の
範
囲
内
で
案
分
し
た
額

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル

※
募
集
要
項
お
よ
び
補
助
金
交
付
申
請
書

は
、
市
民
協
働
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
▼
７
月
26
日
㈮
午
後
５
時（
必
着
）

�申
問
市
民
協
働
課
市
民
交
流
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

FAX
０
２
９
‐
３
５
２
‐
１
０
２
１

〒
３
１
１
‐
０
１
９
２

福
田
１
８
１
９
‐
５

shim
in-k@

city.naka.lg.jp

４月 25日号9

自
動
車
税（
種
別
割
）の

納
期
限
は
５
月
31
日
で
す

　
納
期
内
に
、
金
融
機
関
や
県
税
事
務
所

の
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決

済
ア
プ
リ
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
税
通
知
書
は
５
月
１
日
に
発
送
さ
れ

ま
す
。詳
細
は
、納
税
通
知
書
に
同
封
さ
れ

て
い
る「
お
知
ら
せ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
常
陸
太
田
県
税
事
務
所
収
税
第
一
課

☎
０
２
９
４
‐
80
‐
３
３
１
４



10

催
し

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談（
登
録
）会

in
那
珂

日
時
▼
５
月
25
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～
午

後
４
時

場
所
▼
市
中
央
公
民
館　
和
室
２・学
習
室

内
容
▼

◦
出
張
相
談
会

（
予
約
不
要
・
相

談
無
料
）
セ
ン

タ
ー
の
紹
介
や
入

会
相
談
を
中
心
と

し
た
結
婚
相
談

◦
出
張
登
録
会
（
要
予
約
）

　
入
会
に
必
要
な
本
人
確
認
面
談
を
行
う
。

　

�

申
込
方
法　
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

�申
問

（一社）
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
水
戸
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
８
８
８
８

５月のいぃ那珂マルシェ
毎月最終土曜日開催

◆日時　５月25日㈯午前 10時～正午（荒天中止）
◆場所　ふれあいファーム芳野駐車場（鴻巣 2090）
◆内容　地元野菜などの詰め合せＢＯＸ（予約制）や
　　　　地元の農畜産物などの産品の販売（当日販売）
◆申込方法　申し込みフォーム（市ホームページ内）
◆申込期間　５月 17日㈮～ 21日㈫
◆主催　アグリビジネスネットワーク「フェルミエ那珂」
�申問農政課農業振興Ｇ
☎０２９‐２９８‐１１１１

母
子
家
庭
等
自
立
促
進
講
習
会

介
護
職
員
初
任
者
研
修

期
日
▼
６
月
16
日
～
９
月
29
日
の
日
曜
日

（
８
月
11
日・９
月
22
日
を
除
く
、全
14
回
）

※
レ
ポ
ー
ト
提
出
が
４
回
あ
り
ま
す
。

時
間
▼�

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
▼
当
連
合
会
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
水
戸
市
八
幡
町
11
‐
52
）

対
象
者
▼
今
後
就
労
を
希
望
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
母
、
父
、
寡
婦
で
、
全
日
程
出

席
で
き
る
か
た

定
員
▼
20
人（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

受
講
料
▼
無
料
（
別
途
資
料
代
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
加
入
料
あ
り
）

※
条
件
を
満
た
す
か
た
に
は
、
交
通
費
の

一
部
支
給
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
▼
郵
送

※
申
込
書
は
、
市
こ
ど
も
課
ま
た
は
当
連

合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
▼
５
月
22
日
㈬
（
必
着
）

託
児
▼
２
歳
以
上
小
学
生
以
下
の
託
児
を

利
用
で
き
ま
す
。（
要
事
前
申
し
込
み
）

�申
問
（福）
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
母

子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
８
４
９
７

〒
３
１
０
‐
０
０
６
５

水
戸
市
八
幡
町
11
‐
52

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
工
事

　
５
月
16
日（
予
定
）か
ら
那
珂
市
に
お
い

て
、
各
携
帯
電
話
事
業
者
が
新
し
い
電
波

を
利
用
す
る
た
め
の
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
工
事
に
伴
い
、
市
内
一
部
地
区
で

テ
レ
ビ
視
聴
時
に
受
信
障
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

（一社）
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ

利
用
推
進
協
会
が
防
止
対
策
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
の
か
た
に
は
、
事
前
に
お
知
ら
せ

チ
ラ
シ
を
送
付
し
ま
す
。
作
業
員
が
訪
問

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
作
業
員
は
、
身
分
証
明
書
を
所
持
し
て

い
ま
す
。

※
工
事
費
用
の
個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

影
響
が
出
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
区
▼
田
崎
、

静
、
瓜
連
、
中
里
、
古
徳
、
平
野

問
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
７
０
０
‐
０
１
２

☎
０
５
０
‐
３
７
８
６
‐
０
７
０
０

※
午
前
９
時
～
午
後
10
時

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や

完
成
内
覧
会

日
時
▼
６
月
２
日
㈰
午
後
１
時
～
５
時

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や

（
菅
谷
２
９
５
５
‐
１
）

問
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や

☎
０
２
９
‐
２
２
９
‐
３
２
６
６

※
火
～
金
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
祝
日
を
除
く
）
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那珂市公式ＳＮＳ
SNS でも市からの情報を配信し
ています。ぜひご利用ください。

メールマガジン
情報メール一斉配信サービス

※配信内容（選択式）です。

LINE
那珂市役所

Instagram
いぃ那珂暮らし

四季のうた

人　
見

章
太
郎

年
毎
に
愁
い
新
た
に
春
惜
し
む

江　
幡

澄　
夫

那
珂
台
地
八
重
の
椿
が
咲
き
に
け
り

清　
水

慶　
子

生
も
死
も
学
び
卒
業
畜
産
科

小　
森

友　
子

古
民
家
に
客
万
来
の
ひ
な
ま
つ
り

椎　
名

美
佐
子

小
松
寺
の
長
き
階
段
春
の
風

丹　
能

永　
子

老
い
て
尚
挨
拶
前
の
初
鏡

中　
村

良　
子

梅
見
時
子
牛
が
生
ま
れ
兄
笑
顔

川
野
辺

喜
美
子

春
惜
し
む
雑
事
に
か
ま
け
過
ぎ
去
り
し

幸　
子

梅
が
香
や
祖
母
の
面
影
辿
る
道

小　
瀬

平
和
と
は
梅
が
ほ
こ
ろ
び
店
が
立
ち

中　
村

耕　
勇

し
ん
と
し
た
池
に
白
鳥
曇
り
空

小　
西

澄　
子

　
思いのまま俳句会 矢須　恵由　選

Facebook
那珂市

干
支
な
れ
ば
頭
も
た
げ
ん
臥
竜
梅

植　
田

文　
弥

お
点
前
や
茶
室
に
映
ゆ
る
花
椿

内　
田

克
比
古

里
山
を
統
べ
て
輪
を
描
く
春
の
鳶

矢　
須

恵　
由

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

日
時
▼
５
月
25
日
㈯
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ご
だ
い
会
議

室
１・２

対
象
者
▼�

市
内
に
在
住
、在
勤
、在
学
の
か
た

内
容
▼
認
知
症
の
基
礎
知
識
、
具
体
的
な

対
応
な
ど
の
講
話

定
員
▼
20
人
程
度
（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

費
用
▼
無
料

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
限
▼
５
月
17
日
㈮

�申
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
た
か
園

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
１
２
８
７

歴
史
民
俗
資
料
館

講
演
会
の
ご
案
内

演
題
・
期
日
▼

⃝

「
額
田
城
主
昭
通
の
最
期
」

�

７
月
25
日
㈭

⃝

「�

芳
野
小
の
二
宮
尊
徳
像
は
語
る
」

�

９
月
12
日
㈭

⃝
�「�

根
本
正
と
吉
田
松
陰
を
結
ぶ
も
の
」

�

11
月
14
日
㈭

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
２
階
講
座
室

講
師
▼
仲
田
昭
一
氏
（
当
館
元
館
長
）

定
員
▼
各
80
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
開
始
日
時
▼
６
月
１
日
㈯
午
前
９
時

※
す
べ
て
無
料

※
日
程
や
内
容
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。事
前
に
広
報
な
か
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�申
問
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
‐
２
９
７
‐
０
０
８
０

※
月
曜
日
休
館（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

男
女
共
同
参
画
啓
発

講
演
会

女
性
の
声
を
防
災
へ
！

～
私
た
ち
に
で
き
る
備
え
～

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備

え
、
講
師
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
、
女
性

の
視
点
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
▼
６
月
１
日
㈯
午
後
２
時
30
分
～
４
時

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ
ぼ
り
多

目
的
室

講
師
▼
柴
田
美
智
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨

城
県
防
災
士
会
防
災
士
）

定
員
▼
50
人
程
度
（
申
し
込
み
不
要
）

参
加
費
▼
無
料

託
児
▼
希
望
者
は
、
５
月
28
日
㈫
ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
無
料
）

後
援
▼
市
、
市
教
育
委
員
会

�申
問
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
か
事
務
局

（
市
民
協
働
課
内
）

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１



県
立
水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

第
二
種
電
気
工
事
士
受
験
対
策（
技
能
）Ａ

期
日
▼
６
月
24
日
㈪
～
７
月
５
日
㈮
の

月
・
火
・
金
曜
日
（
全
６
回
）　

内
容
▼

第
二
種
電
気
工
事
士
の
技
能
試
験
対
策　

定
員
▼
20
人（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
間
▼
５
月
６
日
㈪
～
19
日
㈰

Excel

講
習（
基
礎
）

期
日
▼
６
月
24
日
㈪
～
７
月
５
日
㈮
の

月
・
火
・
金
曜
日
（
全
６
回
）　

対
象
者

▼
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
基
本
操
作
が
で
き
る

か
た　
内
容
▼
エ
ク
セ
ル
を
実
務
で
活
用

す
る
た
め
の
技
法
を
学
ぶ　

定
員
▼
15
人（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
間
▼
５
月
６
日
㈪
～
19
日
㈰

建
築CAD

講
習（Jw

_cad

基
礎
）

期
日
▼
７
月
９
日
㈫
～
19
日
㈮
の
火・木・

金
曜
日
（
全
６
回
）　

対
象
者
▼
ウ
ィ
ン

ド
ウ
ズ
の
基
本
操
作
が
で
き
る
か
た

内
容
▼Jw

_cad

基
本
操
作
お
よ
び
作
図

定
員
▼
10
人（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
間
▼
５
月
20
日
㈪
～
６
月
２
日
㈰

基
本
情
報
技
術
者
試
験
対
策
Ａ

期
日
▼
８
月
19
日
㈪
～
30
日
㈮
の
月・火・

木
・
金
曜
日
（
全
８
回
）　

内
容
▼
基
本

情
報
技
術
者
試
験
対
策　

定
員
▼
15
人（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
間
▼
７
月
１
日
㈪
～
15
日
㈪

Excel

講
習�（
応
用
）

期
日
▼
８
月
19
日
㈪
～
30
日
㈮
の
月・火・

金
曜
日
（
全
６
回
）　

対
象
者
▼
エ
ク
セ

ル
の
基
本
操
作
が
で
き
る
か
た　

内
容
▼
エ
ク
セ
ル
を
使
用
し
て
デ
ー
タ
運

用
の
向
上
を
学
ぶ

定
員
▼
15
人（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
間
▼
７
月
１
日
㈪
～
15
日
㈪

共
通
事
項

時
間
▼
午
後
６
時
～
９
時

受
講
費
▼
５
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

申
込
方
法
▼
郵
送
、
電
子
申
請（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
）

※
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で

き
ま
す
。

�申
問
県
立
水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
０
２
９
‐
２
６
９
‐
２
１
６
０

水
戸
市
下
大
野
町
６
３
４
２

12

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

ク
ロ
ー
バ
ーTeen

期
日
▼
６
月
15
日
㈯
、
７
月
６
日
㈯
、
８

月
３
日
㈯
、10
月
５
日
㈯
、12
月
７
日
㈯
、

令
和
７
年
２
月
８
日
㈯　
（
全
６
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
正
午

場
所
▼
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
ア
ン
ネ

ロ
ー
ゼ（
日
立
市
大
み
か
町
６
‐
11
‐
1
）

対
象
者
▼
で
き
る
だ
け
す
べ
て
の
回
に
参

加
で
き
る
、
第
３
の
居
場
所
の
必
要
な
小

学
校
高
学
年
～
中
学
生
の
親
子

内
容
▼
子
ど
も
グ
ル
ー
プ
に
は
、
同
世
代

の
仲
間
や
大
学
生
と
の
活
動
、
対
話
を
通

し
て
自
己
理
解
を
深
め
る
第
３
の
居
場
所

を
、
保
護
者
グ
ル
ー
プ
に
は
、
何
で
も
話

せ
る
安
心
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

講
師
▼
中
島
美
那
子
氏
、菅
野
ひ
ろ
み
氏

（
同
大
学
児
童
教
育
学
科
教
員
）

定
員
▼
10
組（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
▼
１
回
１
５
０
０
円

※
き
ょ
う
だ
い
で
参
加
の
場
合
、
要
相
談

申
込
方
法
▼
専
用
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム

申
込
期
限
▼
６
月
９
日
㈰

�申
問
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
４
‐
52
‐
３
２
１
５

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

完
璧
な
親
な
ん
て
い
な
い

プ
ロ
グ
ラ
ム

期
日
▼
６
月
７
日
～
28
日
の
金
曜
日

（
全
４
回
）　
時
間
▼
午
前
10
時
～
正
午

場
所
▼
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
ア
ン
ネ

ロ
ー
ゼ（
日
立
市
大
み
か
町
６
‐
11
‐
１
）

対
象
者
▼
で
き
る
だ
け
す
べ
て
の
回
に
参

加
で
き
る
、０
歳
以
上
３
歳
未
満
の
子
を

持
つ
保
護
者　
内
容
▼
お
子
さ
ん
を
預
け

て
、子
育
て
の
こ
と
や
自
分
自
身
の
こ
と

に
つ
い
て
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
す
。

定
員
▼
10
人（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
用
▼
２
千
円
（
全
４
回
分
）

申
込
方
法
▼
専
用
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム

申
込
期
限
▼
６
月
２
日
㈰

�申
問
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
４
‐
52
‐
３
２
１
５

県
立
歴
史
館

開
館
50
周
年
記
念
企
画

展（
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
展
）

歴
史
を
紡
い
だ
茨
城
の
先
人
‐
岩
上
二
郎
、

長
久
保
赤
水
、菊
池
謙
二
郎
、小
野
友
五
郎
‐

　
歴
史
館
開
館
か
ら
50
年
の
あ
ゆ
み
を
ふ

り
返
る
と
と
も
に
、
本
県
と
ゆ
か
り
が
深

い
４
人
の
先
人
が
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
を

紡
い
だ
の
か
、
史
資
料
を
通
じ
て
紹
介
し

ま
す
。

期
間
▼
４
月
27
日
㈯
～
６
月
23
日
㈰

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所
▼
県
立
歴
史
館

（
水
戸
市
緑
町
２
‐
１
‐
15
）

※
入
館
料
や
休
館
日
な
ど
、詳
細
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
立
歴
史
館

☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
４
４
２
５

企
画
展「
西に

し

田だ

俊し
ゅ
ん
え
い英
展 

不
死
鳥
」

期
間
▼
６
月
23
日
㈰
ま
で

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所
▼
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館

（
北
茨
城
市
大
津
町
椿
２
０
８
３
）

※
入
館
料
や
休
館
日
な
ど
、詳
細
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館

☎
０
２
９
３
‐
46
‐
５
３
１
１
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Ｇ…グループ 　
問…問い合わせ　
　…申し込み・申請・応募・届出
…メール

市ホームページでは、行政・
災害などのさまざまな情報を
お届けしています。

�申

那珂短歌会 片岡　明　選

連
れ
合
い
を
亡
く
し
た
友
は
カ
ラ
オ
ケ
に
毎
週
行
く
と
ハ
ガ
キ
を
寄
越
す

小
野
瀬
　
　
壽

耕
作
の
な
さ
れ
ぬ
畑
に
芝
桜
と
見
違
え
る
ほ
ど
仏
の
座
咲
く

大　
森

勝　
代

白
鳥
の
去
り
て
寂
し
き
曲
が
り
屋
の
庭
に
咲
き
た
る
サ
ン
シ
ュ
ユ
の
花

　
　
系

大　
内

カ
ー
テ
ン
を
開
け
れ
ば
入
り
く
る
春
光
が
化
粧
鏡
の
片
側
を
差
す

富　
子

石　
川

初
め
て
の
転
勤
辞
令
は
松
本
な
り
妻
籠
馬
籠
に
は
や
く
行
き
た
い

海　
野

宏　
幸

り　
え

兼　
子

百
寿
な
る
義
父
の
退
院
間
近
な
り
さ
え
ざ
え
と
庭
に
黄
水
仙
咲
く

樹
木
葬
か
ら
墓
じ
ま
い
ま
で
の
広
告
を
眺
め
て
し
ば
し
バ
ス
に
揺
ら
れ
る

佐
久
間

秀　
帆

逃
げ
る
な
ら
今
だ
と
ヒ
ナ
に
声
か
け
る
空
に
ホ
バ
リ
ン
グ
一
羽
の
ト
ン
ビ

片　
岡
　
　
明

   情報通信月間（5/15 ～ 6/15)　

市
文
化
財
愛
護
協
会
公
開
研
修
会

那
珂
川
流
域
か
ら
見
る
戦
国
時
代
の
江
戸
氏

日
時
▼
５
月
18
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
講
座
室

講
師
▼
藤
井
達
也
氏
（
水
戸
市
立
博
物
館

学
芸
員
）

定
員
▼
１
０
０
人　

参
加
費
▼
無
料

申
込
方
法
▼
電
話

�申
問
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
‐
２
９
７
‐
０
０
８
０

※
月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合
翌
平
日
）

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
体
験

　
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
は
、
腹
式

呼
吸
を
使
っ
た
健
康
を
目
的
と
し
た
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
年
齢
に
関
係
な
く
ど
な
た

で
も
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

場
所
・
日
時
▼

⃝

総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

　
第
２・４・５
火
曜
日　
午
後
１
時
～
４
時

⃝

な
か
Ｌｕ
ｃ
ｋｙ
Ｆ
Ｍ
公
園
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

　
第
１・３
火
曜
日　
午
前
９
時
～
正
午

⃝

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
し
の

　
水
曜
日　
午
前
９
時
～
正
午

　
木
曜
日　
午
後
１
時
～
４
時

⃝

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ご
だ
い

　
金
曜
日　
午
前
９
時
～
正
午

※
当
日
、直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
那
珂

中
央
支
部

井
坂
☎
０
９
０
‐
３
８
７
７
‐
９
７
４
２

鈴
木
☎
０
８
０
‐
４
１
１
２
‐
３
５
１
２
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３
月
８
日
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
４
人
が
、
令
和
５

年
度
特
に
力
を
入
れ
た
活
動

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
報
告
会
の
様
子
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
も
公
開
し
、
活
動
で

関
係
す
る
か
た
、他
地
域
の
協

力
隊
の
か
た
、こ
れ
か
ら
協
力

隊
に
な
ろ
う
と
考
え
て
い
る

か
た
な
ど
、
多
く
の
か
た
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
座
談
会
で
は
、
多
く
の
質

問
な
ど
が
寄
せ
ら
せ
、
大
変

盛
り
上

が
り
ま

し
た
。

　
３
月
17
日
、
原
子
力
災
害
を

想
定
し
た
原
子
力
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
東
海
村
で
震
度
6

強
の
地
震
が
発
生
し
、
東
海
第

二
発
電
所
で
全
面
緊
急
事
態
に

至
る
と
い
う
想
定
の
も
と
、
実

動
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
訓
練
を
通
し
て
、
関
係
機

関
と
の
連
携
に
向
け
た
経
験
を

蓄
積
し
、
原
子
力
防
災
体
制
の

確
立
と
那
珂
市
広
域
避
難
計
画

の
実
効
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

原
子
力
防
災
訓
練

地
域
お
こ
し
協
力
隊
成
果
報
告
会

那
珂
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
書
授
与
式

　
３
月
７
日
、
那
珂
市
特
産
品
ブ

ラ
ン
ド
認
証
書
授
与
式
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

那
珂
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
は
、

特
産
品
の
付
加
価
値
向
上
お
よ
び

競
争
力
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
事
業

者
の
競
争
力
強
化
が
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令

和
５
年
度
か
ら
認
証
審
査
を
行
う

那
珂
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協

議
会
に
専
門
家
を
迎
え
、
よ
り
厳

正
な
審
査
と
、
審
査
結
果
を
踏
ま

え
た
商
品
改
良
の
支
援
ま
で
可
能

な
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

まち那珂トピックス
ス
ク
ー
ル
タ
ク
シ
ー
見
学
会

　
３
月
28
日
、
芳
野
小
学
校

ス
ク
ー
ル
タ
ク
シ
ー
見
学
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
旧
戸
多
小
学
校
閉
校
に
伴

い
、
当
学
区
の
児
童
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
で
登
下
校
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
令
和
６
年

度
か
ら
７
年
度
末
ま
で
試
験

的
に
ス
ク
ー
ル
タ
ク
シ
ー
を

運
行
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
該
当
の
児
童
と

保
護
者
が
、
運
行
す
る
車
両

の
実
物
を
見
学
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
４
月
８
日
、
那
珂
市
交
通

安
全
推
進
協
議
会
は
、
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
環

と
し
て
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
那
珂
地
区
交
通
安
全
協
会
、

那
珂
地
区
安
全
運
転
管
理
者

協
議
会
の
ほ
か
、
佐
川
急
便

㈱
那
珂
営
業
所
、
ヤ
マ
ト
運

輸
㈱
茨
城
那
珂
セ
ン
タ
ー
な

ど
市
内
の
事
業
所
が
参
加
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

▲報告会
　の様子



情報掲示板 ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

今号の表紙

　今号の表紙は、４月１日入庁
の新規採用職員です。
　那珂市を愛し、市民のため、
那珂市の未来のために、日々勉
強し挑戦していきます。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

市内施設での測定値
は、すべて基準値以
下でした。

放射線量（４月分）

環境に配慮した
植物油インキを
使用しています。

広告掲載のお申し込みは、行財政改革推進室まで。　※広告の内容は、市が保証や推奨をするものではありません。

納期限▶５月31日

問収納課収納G
☎ 029‐298‐1111

※�市税の納付には、便利で確実な口
座振替をご利用ください。

◦軽自動車税（種別割）・ ・・１期

５月の納税

旭日単光章を受章

　寺門正文さん（瓜連・旧瓜連町助役）が、旭
日単光章を受章され、３月18日に先﨑市長が
伝達を行いました。
　寺門さんは、昭和 51年から平成４年まで
の 16年間の長きにわたり旧瓜連町議会議員
を務め、在任中は議長などを歴任し、地方自
治の振興と住民の福祉の向上に多大な貢献を
されました。

ひまわり幼稚園３歳児保育スタート

　市立ひまわり幼稚園では、今年度から３歳児保育を開始しました。
　４月 11日、市立ひまわり幼稚園第６回入園式を開催し、３歳児と４歳児あ
わせて 54人が入園し、例年にも増してにぎやかな入園式になりました。
　年少から年長までの３年間の保育を通し、健康で人間性豊かな子に育つよう、
さまざまな活動や体験ができる幼稚園運営を目指します。
※園の見学は、随時お受けしています。希望されるかたは、ご連絡ください。

問市社会福祉協議会
☎ 029‐229‐0309

２月15日～３月14日
（敬称略）

ご協力ありがとうございました善意銀行

瓜連中学校昭和41年度卒業同窓生 有志 30,422 円
青葉グループ 4,000 円
額田小学校創立150周年記念実行委員会 30,000 円
切手テレカボランティアポピー 10,000 円
匿名 2,000 円
匿名 2,000 円

寄付 ありがとうございました

　３月８日、柏ちとせさん（静）からチャ
リティーカラオケ発表会のチャリティー金、
30,774 円が寄付されました。市では、寄付
金を有効に活用していきます。

義援金 ありがとうございました

　市では能登半島で発生した大地震で被災されたかたへの支援のため、義援金
の受け付けを行っています。
　３月 29日現在、1,049,595 円の義援金をお預かりし、日本赤十字社に全額
送金しました。
　義援金は、日本赤十字社から被災された県が設置する義援金配分委員会を通
じて、被災されたかたに届けられます。

問市立ひまわり幼稚園　☎ 029‐212‐3515

４月 25日号15
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那珂警察署からのお知らせ

金属盗難が激増しています～不審者発見時は１１０番通報～

　金属価格が高騰し、金属を狙った窃
盗事件が発生しています。被害の発生
状況としては太陽光発電施設が約６割
で、外周フェンスの切断や敷地内から
銅線ケーブルが盗難されるケースも見
られます。金属盗難防止のため、防犯
対策をお願いします。
問那珂警察署　☎ 029‐352‐0110

沼田 朔
さ く

空さん室川 莉
り お

桜さん

　このコーナーでは、市内にお住まい
の未就学のお子さんの写真を募集して
います。

ふれあいセンター
よこぼり完成

秋篠宮殿下同妃殿下が
ご来訪

▲水戸農業高校玄関前で歓迎の花束をお渡し
　（平成17年7月23日）

ふれあいセンターよこぼりは、子どもから高齢
者まで誰もが気軽に利用でき、世代を超えて
ふれあえる施設を目指して建設されました。

秋篠宮殿下同妃殿下をお迎えして、第39回
全日本高等学校馬術競技大会が水戸農業高
校で開催されました。

▲ふれあいセンターよこぼり竣工式
　（平成17年３月28日）

令和５年茨城県の金属盗難発生件数▶2,889 件（前年比＋ 1,257）

主な被害品▶銅線、グレーチング、敷鉄板、真鍮
ちゅう
製バルブ

防犯対策▶⃝フェンスセンサーなどの導入
	 ⃝防犯カメラ、警報装置などの設置
	 ⃝樹脂製に取り替え、取り外しての保管

応募はこちらから▶

那珂市が誕生してから20年間に起きた出来事を振り返ります ２２２２市制20周年を振り返る ２




